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『魚のゆりかご水田米』の商標登録について

魚のゆりかご水田プロジェクトは、単に、食料生産の場である水田を魚類産卵繁

、 、殖場として再生するだけではなく 魚道整備や環境学習会など様々な活動を通じて

人と人とのつながりの再生による農村地域の活性化、子どもからお年寄りまでの地

域住民の環境意識の向上が図られるなど、公益的価値の高い取組です。

今年度は 「魚のゆりかご水田環境直接支払いパイロット事業」により、住民、、

農家、水土里ネット等多様な主体が協力して取り組む魚道管理や魚の遡上産卵・成

育に配慮した水田の維持管理活動に対して財政支援を行い、魚のゆりかご水田を推

進してきたところです。

一方、近年の「食の安全」に対する消費者意識の高まりや多様化、安価な輸入農

産物の増加と相まって国内産地間競争の激化による米価の下落などにより、本県水

田農業の維持が困難になりつつあります。

このような中、本県では、近江米振興の一環として、魚のゆりかご水田で収穫さ

れたお米のブランド化により、少しでも生産者の稲作経営安定化に寄与できればと

いう思いを込め 「魚のゆりかご水田米」という名前を商標登録しました。、

来年度からの「魚のゆりかご水田米」認証制度の本格的導入に向け、本年度はパ

イロット事業実施地域において試行し、消費者へ積極的なＰＲを行い「魚のゆりか

ご水田米」の知名度の向上に努めるとともに、魚のゆりかご水田の継続的取り組み

につなげ、環境と調和した農業振興と農村や琵琶湖の生態系保全をより一層推進し

ていきたいと考えています。

＊魚のゆりかご水田プロジェクトとは、琵琶湖と水田との間を魚が行

き来し産卵繁殖していたかつての水田の生態系機能を回復すること

により、人と生き物が共生できる農村づくりを目指す取り組みです。

なお、今年度は、主に湖東、湖北地域の水田約40haにおいて「魚の

ゆりかご水田環境直接支払いパイロット事業」に取り組みました。
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